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登
の
アE
気
は
石
デII
の
アE

気

税
は
被
災
地
域
を
再
生
し
、
勇
気
づ
け
る
素
と
な
る

十
月
二
日
（本
）
、
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

の
「城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島
」
で
第
四
十
回
法

人
会
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
木
村
道
明

副
会
長
と
村
西
暢
之
理
事
、
村
井
啓
祐
専

務
理
事
の
三
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

第

一
部
の
式
典
は
、
本
フ
別
府
秀
樹
鹿
児

島
県
連
会
長
に
よ
る
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、

小
林
栄
三
全
法
連
会
長
の
主
催
者
挨
拶
、

奥
達
雄
国
税
庁
長
官
の
来
賓
祝
辞
に
続
き
、

会
員
増
強
や
福
利
厚
生
制
度
推
進
な
ど
に

顕
著
な
成
果
を
上
げ
た
県
連
。単
位
会
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本和
和
七
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
提
言
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ
れ
、青
年

部
会
に
よ
る
租
税
教
育
活
動
や
健
康
経
営

い
う
演
題
で
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
イ
ン
グ
ス

（株
）
取
締
役
会
長
の
片
野
坂
真
哉
氏
に
よ

る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
「金
利
の
あ
る
世
界
」
が
到
来
。
新
た
な

財
政
再
建
目
標
の
策
定
を
！

○
企
業
へ
の
過
度
な
保
険
料
負
担
を
抑

制
し
、
経
済
成
長
を
阻
害
し
な
い
社

会
保
障
制
度
の
確
立
を
！

○
人
手
不
足
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境
を

踏
ま
え
、
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す

る
税
制
措
置
を
―

○
中
小
企
業
は
地
域
経
済
と
雇
用
の
担

い
手
。
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
の
創

設
を
！

令
和
七
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

は
、
鶴
山
庄
市
会

長
と
米
澤
卓
也
副

会
長
が
、
馳
浩
石

川
県
知
事
や
各
市

町
の
首
長
、
議
会

議
長
、
地
元
選
出

の
国
会
議
員
に
渡

し
、
税
制
改
正
の

実
現
を
要
望
し
ま

し
た
。

地
震

で
明
け
た
昨
年
元
日
か
ら

一
年
余
り

の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
九
月
、
震

災

の
復
旧
か
ら
復
興

へ
立
ち
向
か
お
う
と
し

て
い
た
矢
先

の
豪
雨
災
害
。
能
登

の
人
々
に

と

っ
て
は
、
神
も
仏
も
無

い
と
感
じ
ら
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
お
び
た
だ
し

い
流
木
や
土

砂

・
泥
に
心
が
折
れ
る
と

い
う
声
を
本
当

に

何
回
も
聞
き
ま
し
た
。
生
業

の
再
建
ど

こ
ろ

か
、
生
活

の
回
復
す
ら
ま
ま
な
ら
な

い
状
況

が
今
も
続

い
て
い
ま
す
。
そ
の
能
登
地
区

の

復
旧

・
復
興
に
私
達
が
何
が
出
来
る
の
か
、

こ
れ
か
ら
も
自
問
自
答
し
な
が
ら
の
日
々
が

続

い
て
い
く
こ
と
と
思

い
ま
す
。

比
較
的
被
害
が
少
な

い
と
言
わ
れ
る
金
沢

も
、
建
物
被
害

・
が
け
崩
れ

。
下
水
道

の
陥

没
を
含
め
、
道
路

の
損
傷

・
液
状
化

に
よ
る

地
面
の
大
き
な
変
動
な
ど
か
な
り
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら

の
復
旧
対
応
が

急
が
れ
ま
す
。
昨
年
は
時
間

の
関
係
か
ら
国

の
多
額
の
予
備
費
が
充
て
ら
れ
ま
し
た
が
、

今
年
は
補
正
予
算
に
加
え
、
当
初
予
算
で
の

し

っ
か
り
し
た
災
害
復
旧
関
係

の
予
算
計
上

が
さ
れ
る
も

の
と
思

い
ま
す
。

つ
ま
り
、
多

額

の
税
金
が
震
災

・
豪
雨
災
害

の
復
旧
対
応

に
つ
ぎ
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
同
時

に
生
活
イ

ン
フ
ラ
の
改
善
が
進
み
、
地
域
経

済

の
回
復
が
進
む

こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
が
成
さ

れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
は
、
税
金
が
地
域
を
再
生
し
元
気
づ
け

る
大
事
な
大
事
な
素
で
あ
る
と
、
今
回
は
特

に
強
く
感
じ
ま
す
。
南
北

に
長

い
石
川
県
で

す
が
、
能
登
が
復
興
し
、
元
気
に
な
ら
な
く

て
は
石
川
の
元
気

・
活
力
は
生
じ
ま
せ
ん
。

法
人
会
は
、
社
会

に
広
く
貢
献
し
て
い
く
団

体
で
す
。
会
員

の
事
業
活
動
が
、
そ
し
て
、

法
人
会

の
各
組
織
が
し

っ
か
り
と
各
種
取
り

組
み
を
行
う
事

に
よ

っ
て
地
域
社
会
が
活
性

化
し
元
気

に
な

っ
て
い
く
。
そ
ん
な
、
社
会

の
好
循
環
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
法
人
会
で
あ

り
続
け
た

い
と
切
望
し
ま
す
。

「■il→ヽ

「
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金沢法人会会長

鶴山 庄市

活
動

に
つ

い
て
報
告

さ
れ
た
後
、

大
会
宣
言

が
読
み
上

げ
ら
れ
て

閉
会
し
ま

し
た
。
第
二
部

で
は
、
「危

機
下
の
経

営
戦
略
を

語

る

」
と
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第
四
十
日
法
人
会
全
国
大
会
鹿
児
島
大
会

開
催

令
和
七
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
択

令
和
七
年
度
税
制
改
正
ス
ロ
ー
ガ
ン



・装.亀輩

税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
対
す
る

御
理
解
と
御
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

書
か
な
い
確
定
申
告

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
ｅ
ｌ
Ｔ
ａ
ｘ

令
和
七
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法

人
金
沢
法
人
会
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
御
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
令
和
六
年
能

登
半
島
地
震
及
び
豪
雨
災
害
に
遭
わ
れ
た
方
々

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
υ

鶴
山
会
長
を
は
じ
め
と
し
て
貴
法
人
会
の
皆

様
方
に
は
、
平
素
か
ら
税
務
行
政
の
円
滑
な
運

営
に
対
し
ま
し
て
深
い
御
理
解
と
多
大
な
御
支

援
を
賜
り
、
本
誌
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
支
。

貴
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
「税
の
オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
、
各
種
研
修
会
や

租
税
教
室
の
み
な
ら
ず
、
「税
に
関
す
る
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
」
や
「税
の
使
い
み
ち
総
選
挙
」

の
開
催
、
学
童
教
育
用
図
書
の
購
入
費
用
寄
贈
、

そ
し
て
ｅ
ｌ
Ｔ
ａ
ｘ
の
普
及
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
定
着
に
向
け
た
活
動
な
ど
、
様
々
な
活
動
を

展
開
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
全
て
の
活

動
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

税
務
署
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
「自
主
点
検
チ

エ
ツ
ク
シ
ー
ト
」
を
活
用
し
た
税
務
ヨ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
向
上
へ
の
取
組
や
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
促
進
、

税
務
研
修
会
等
の
開
催
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
、

今
ま
で
以
上
に
連
続

・
協
調
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り

一
層
の
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
税
務
署
で
は
、
間
も
な
く
令
和
六

年
分
所
得
税
等
の
確
定
申
告
期
を
迎
え
ま
す
。

税
務
署
で
の
申
告
相
談
の
受
付
は
二
月
十
七

日

本月
）
か
ら
二
月
十
七
日

（月
）
ま
で
と
な
り

ま
す
が
、
来
署
せ
ず
に
自
宅
等
で
申
告
手
続
が

完

了
す
る

ご
，
Ｔ
ａ
ｘ
申
告
」
を
推
進

し
て
お

り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン

が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
自
宅
等
か
ら
ｅ
ｌ
Ｔ
ａ
ｘ

で
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
パ
ル
連
携
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
医
療
費
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
デ
ー
タ

を
自
動
入
力
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
従
業
員
や
御

家
族
の
方
々
に
も
御
周
知
い
た
だ
き
、
是
非
、

御
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
公
益
社
団
法
人
金

沢
法
人
会
の
益
々
の
御
発
展
と
新
し
い
年
が
会

員
の
皆
様
方
と
っ
て
幸
多
さ
年
と
な
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
御
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
υ

申
告
納
税
制
度
の
普
及
・発
展
に
率
先
し
て

努
め
、納
税
道
義
の
高
揚
に
尽
力
さ
れ
た
と

し
て
、金
沢
法
人
会
か
ら
二
名
の
会
員
が
受

賞
し
ま
し
た
。

与

酒井 義久

公益社団法人金沢法大会

副会長

高田 直人氏

公益社団法人金沢法大会

理 事
澤日 幸宏氏

公益社団法入金沢法大会

理 事
山岸 晋作氏

旭
日
小
綬
章

旭
日
双
光
章

公益社団法人金沢法大会

理事

荒木 章氏

公益社回法人金沢法人会

会長

鶴山 庄市氏

金
沢
国
税
局
長
納
税
表
彰

金
沢
税
務
署
長
表
彰

多
年
に
わ
た
る
助
績
を
称
え
て

令
和
六
年
度

納
税
表
彰

3



電話で
ホームページで

金沢税務署からのお知らせ

■ 国不党に関するお困りごとは、簡単、気軽に解決

■
=
1回誂庁HPで解決 :― く>電話で解浪!

チャットポット
(税務職員ふたば) 難郎鞘

AI(人工畑能)が自動回答します

く利用可能税目》

●所得税・消費税の確定申告

●制 度

●年末調整(10月上旬～翌年1月下旬)

0570‐ 00‐5901
音声案内に従い、相談する内容の番号を選択
する (確定申告期には、[O]確定申告が追加さ
れます)。

[1]所得税
[2]源泉徴収、年末調整、支払調書
[3]譲渡所得、相続税、R曽与税、財産評価
[4]法人税
[5]消費税、印紙税
[6]その他

国税局電話相談センター
全国―律の通話料金でご利用いただけま硯

よくある税の買間に対する一般的

な回答を調べることができます

スマートフォンなどで右のQR
コードからアクセスできま現

0チャットボットos、たば)に質問する 0国税相談専用タイヤルヘ電話する

0タックスアンサーを利用する

日確定申告お役立ち情報

＼詈かないぬ確定申:霊
マイナp武中秦Tガでe囀T駅

〆いつでも

翌めてでも
どこでも
安心♪

マォて、

%の

確定申告
書等作成
コーナー

マイナポータ

ル連続の詳

細はこちら

能登半島地震により住宅や家財などに被害を受けられた方は、

確定申告において所得税等の軽減又は免除を受けられる場合が

ありま魂

国税庁ホームペTジには、災害を受けた場合の税制上の措置
などが掲動されていますので、右のQRコードからご確認ください。

マイナポータル遍嘉で
控除証日月詈のデータが

向翰λ翔できる!
※ご利用には事前準備が必要です

辮
令和6年能登
半島地震に関

するお知らせ

税目

申告所得税及び

復興特別所得税、

贈与税

消費税

及び

地方消費税

申告・納付

期限

令和7年

3月 17日 (月 )

令和7年

3月 31日 (月 )

振管日
令和7年

4月 23日 (水 )

令和7年

4月 30日 (水 )

令和6年分の申告 B納税の期限
及び振替納税利用者の振替日

ｌ

Ｂ
４

■

す

０
露

作成コー

令和6年能登半島
地震により被害を

受けられた方へ

4
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「金
沢

Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

Ｆ
Ｅ
Ｓ

２
０
２
４
」
が
金
沢

港
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ウ⊆
の
イ
ベ
ン
ト
の
メ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
は

「税
の
使
い
み
ち
総
選
挙
」
と

「職
業
体
験
」
。

職
業
体
験
は
ブ
ー
ス
数
と
エ
リ
ア
を
昨
年
度

よ
り
大
幅
に
拡
大
し
、
屋
外
エ
リ
ア
に
七
台
の

キ
ツ
チ
ン
カ
ー
を
手
配
し
、
職
業
体
験
ブ
ー
ス

で
〃働
い
た
〃
児
童
に
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
使

え
る
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
飲
食

ス
ペ
ー
ス
も
設
け
た
た
め
、
訪
れ
た
親
子
が
飲

食
を
楽
し
む
シ
ー
ン
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

金
沢

Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

Ｆ
Ｅ
Ｓ
の
最
大
の
目
的
は

「地
域
の
人
々
の
、
税
へ
の
関
心
を
高
め
る
≡
」

と
。
自
分
の
お
子
さ
ん
の
考
え
た

「税
の
使
い

み
ち
の
ア
イ
デ
ア
」
を
見
に
来
た
保
護
者
の
方

は
も
ち
ろ
ん
、
何
気
な
く
会
場
を
訪
れ
た
地

元
の
方
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
仕
掛
け
を

イ
ベ
ン
ト
の
随
所
に
盛
り
込
ん
だ
こ
と
が
、
来

場
者
数
が
三
千
五
百
人
超
と
で
つ
大
成
功
に

つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
各
代
表

が
、
自
分
が
考
え
る

「税
の
使
い

み
ち
」
に
つ
い
て
発
表
。
そ
の
中

か
ら
、
金
沢
市
長
賞
、
税
務
署

長
賞
、
法
人
会
会
長
賞
、
主目
年

部
会
長
賞

の
四
名

と
優
秀
賞

十
二
名
が
選
ば
れ
、
来
場
者
の

得
票
数
が
最
も
多
か
っ
た
作
品
が

グ
ラ
ン
プ
リ
に
決
定
し
ま
し
た
。

iilili:i!:|‐
l

【総選挙までの流れ】

イベント当日

考えてもらつたアイデアの中

から各学校代表の作品を会

場に掲示。

来場者に投票用紙を配り、投

票によリグランプリを決定。

一人ひとりがステージ上で発

表し、各賞が決定する。

ё
'会長賞

聞IDS FES

受賞したキッズたち |能登半島地震の復興やデジタル DXな ど
について真父」に考えた作品が多かつた。

昨

年

度

好

評

に
つ
き
大

幅

拡

充

小
学
生
に
職
業
を
擬
似
体
験
し
て
も
ら
え

る
コ
ー
ナ
ー
が
昨
年
度
好
評
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
四
ブ
ー

ス
か
ら
二
十

二
ブ
ー
ス
に
拡
充
。

金
沢
市
消
防
局
や
金
沢
税
務
署
、
海
上
保
安

庁
、
石
川
県
警
な
ど
に
加
え
て
、
左
官
や
お
菓

子
作
り
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
印
刷
物
制
作
な
ど

様
々
な
体
験
ブ
ー
ス
を
準
備
し
ま
し
た
。

本
格
的
な
職
業
体
験
を
楽
し
み
な
が
ら
、

未
来
の
自
分
の
働
く
姿
を
想
像
し
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
一
貫
に
も
な
る
本
事
業
。
ど
の
ブ
ー
ス

で
も
、
眼
の
前
の
仕
事
に
真
剣
に
取
り
組
み
、

体
験
に
感
動
す
る
子
ど
も
達
の
姿
が
見
ら
れ
、

保
護
者
か
ら
も
高
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

■― 〆

【協力企業】海上保安庁、ツエーゲン金沢、コマツ
石川、石川テレビ、ALSOK、イスルギ、金沢税務署、
ラコフレアジュウエ、ツルミ印舗、西村総建、Barns、

津田水引、玉家建設、金沢シール、北國銀行、ホクス

ムエトセトラワークス、金沢市消防局、石川県金沢

西警察署、石川県警察本部交通機動隊、MONO工
房、山本カイロプラクテイツク      (順 不ヽ同)

税
の
使
い
み
ち
総
選
挙

コン
テ
ン
ツ
ＡＶ

このイベントのベース。授業

を受けた児童に「自分なら

税を何に使うか ?」 を問い

としてまとめけてアイ
尋

して

汎

ど

、お 与_

ン
′
　
■

ヽ
　

お

職
業
体
験

コンテ
ン
ツ
ａ▼

I
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奈
良
へ
の
視
察
研

―

山
田
法
胤
栗
師
寺

長
老
が
特
別
に
案
内

令
和
六
年
十
月
九
日

（水
▼
十
日

（木
）
、
奈

良
へ
の
視
察
研
修
が
行
わ
れ
、
総
勢
十
八
名
に

て
出
発
し
ま
し
た
。

最
初
に
日
本
国
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
橿
原

神
宮
へ
。
今
回
は
特
別
に
薬
師
寺
の
山
田
法
胤

長
老
も
バ
ス
に
同
乗
し
て
く
だ
さ
り
、
日
本
の

国
の
歴
史
な
ど
興
味
深
い
お
話
を
聞
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
各
所
の
歴
史
的
意
味
や
関
わ
っ

た
歴
史
上
の
人
物
達
の
関
係
性
を
教
わ
る
こ

と
で
、
理
解
も
深
ま
り
ま
し
た
。
橿
原
神
宮
の

正
式
参
拝
で
は
、
厳
か
な
気
持
ち
で
境
内
を

進
み
ま
し
た
。
養
正
殿
で
昼
食
を
頂
き
、
天
武

天
皇

・持
統
天
皇
陵
、
三
一輸
明
神
大
神
神
社
を

巡
り
、
ホ
テ
ル
日
航
余
良
へ
。

二
日
日
は
薬
師
寺
へ
。
山
田
長
老
か
ら
天
武

天
皇
が
皇
后
の
病

気
平
癒
を
祈

っ
て

建
立
を
発
願
さ
れ

た

こ
と
、
薬

師
寺

の
経
営
と
い
う
課

題
に
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
た
こ
と
な

ど
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。
特
に
、
経
営
と
で
つ
視
点
か
ら
の
話
題

に
は
多
く
の
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
ん
な

経
営
も
利
益
を
出
す
た
め
の
工
夫
と
努
力
が

必
要
で
、
新
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
変
革

・成
長

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
、
ま
た
千
三
百
年

の
歴
史
あ
る
薬
師
寺
の
運
営
に
も
通
じ
て
い

た
と
の
こ
と
は
新
鮮
で
大
き
な
学
び
と
な
り
、

私
た
ち
の
経
営
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
喜
光
寺
で
「い
ろ
は
写
経
」
を
行
い
、

歴
史
あ
る
奈
良
ホ
テ
ル
で
昼
食
、
そ
し
て
ラ
コ

リ
ー
ナ
近
江
八
幡
へ
。
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

と
、
山

田
長
老
か
ら

『
不
易
流
行
』
と
の
経
営

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
充
実
感
と
満
足
感

一
杯

で
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

初
秋
の
観
能
会
で

―

優
美
な
物
語
の
背
景

令
和
六
年
九
月
十

一
日

（水
）
、
石
川
県
立
能

楽
堂
に
お
い
て
観
能
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
の

方
々
を
含
む
計
百
八
十
七
名

（う
ち
岐
阜
女
子

大
学
学
生
三
十
九
名
、
教
授
五
名
）
が
鑑
賞
し

ま
し
た
。

細
川
エ
リ
子
部
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
松
田

若
子
先
生
に
今
回
の
演
目

「半
蔀
」
の
解
説
を

頂
き
ま
し
た
。
半
蔀
と
は
格
子
の
上
半
分
を
外

側
へ
吊
り
上
げ
て
開
く
建
具
の
こ
と
で
、
舞
台

上
に
設
置
さ
れ
た
半
蔀
の
中
に
夕
顔
の
霊
が

入
る
と
で
つ
舞
台
演
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

源
氏
物
語
の
「夕
顔
の
巻
」
が
題
材
と
な
っ
て

い
て
、
光
源
氏
と
出
逢
っ
た
頃
を
ひ
た
す
ら
懐

か
し
む
夕
顔
の
霊
が
恋
心
を
語
り
、
舞
う
、
し

っ
と
り
と
優
美
で
幻
の
よ
う
な
傍
い
夢
の
物
語

で
す
。
難
解
な
能
の
世
界
を
、
や
さ
し
く
、
楽
し
げ

に
お
話
し
さ
れ
る
松
田
先
生
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

無
料
で
能
を
鑑
賞
で
き
る
こ
の
観
能
会
は

と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。今
回
、
服
飾
専
攻
で

能
装
束
の
勉
強
に
み
え
ら
れ
た
大
学
生
の
皆

さ
ん
に
も
、
能
の
鑑
賞
を
通
し
て
古
典
芸
能
の

魅
力
を
感
じ
て
頂
け
た
ら
幸
い
に
思
い
ま
す
。

ご案内頂いた山田法胤長老と(薬師寺にて)。

喜光寺にていろは写経を体験。

歴史ある奈良ホテルで

昼食をとる。

は

6

令不日6年 9月 8日 (日 )、食品

ロス削河バスツアーが金沢市

食品ロス削油推進協議会主催

で行われへ今後の渦動の参考

となる情報を求めて当会から

8名 んヾ参加。粟崎町でサツマイ

モを収穫し、ぶどうの森を散

策しながら、SDGsの取り組み

を見学しました。

―品に

モのつるもマイ

なる立派な

源氏を思い優美に舞う夕顔の霊。



令
和
六
年
十

一
月
十
六
日

（土
）
、
ホ
テ
ル
金
沢
に

て
令
和
六
年
度
の
「税
に
関
す
る
絵
は
が
き
ヨ
ン
ク

ー
ル
」
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
「
和
六
年
度
は

過
去
最
多
の
千
五
十
四
通
の
応
募
の
中
か
ら
二
十
九

名
が
受
賞
。
表
彰
式
に
は
二
十

一
名
の
受
賞
者
と
そ

の
ご
家
族
が
参
列
し
、
」^
来
賓
に
酒
井
義
久
金
沢
税

務
署
長
、
日
展
会
友
の
大
丸
七
代
先
生
、
鶴
山
庄
市

金
沢
法
人
会
会
長
を
お
招
き
し
、
盛
大
な
式
典
と
な

り
ま
し
た
。

緊
張
の
中
に
も
誇
ら
し
げ
に
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表

情
の
受
賞
者
達
は
、
自
分
の
作
品
や
賞
状
を
ご
家
族

と
共
に
写
真
に
納
め
た
り
、
審
査
員
長
の
大
丸
先
生

か
ら
講
評
を
頂
い
た
り
し
ま
し
た
。

女
性
部
会
で
は
来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
租
税

教
室
を
開
催
し
、
多
く
の
児
童
に
納
税
の
意
義
や
理

解
を
深
め
、
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
更
に
租
税
教
育
活
動
を
活
性
化
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

―

過
去
最
多
、
千
五
十
四
通
の
応
募
作
品
が
集
ま
る
―

金沢税務署長賞の

柳さんと酒井金沢

税務署長。

石川県連女連協会長

賞の塚本さんと審査

員長の大丸先生。

令和6年度「税に関する絵はがきコンクール」表彰武
公益社回法人 金沢法人会 女性部会

盆沢法人今 令沢法人
会長賞

入賞

おめでとう

ございます
1054通 もの応募があつた中から、

掲載の9作品のほか住作10作品、

入選20作 品が選ばれました。

金沢税務
署長賞 |

県運女逆協
会長賀 =

金沢市立社の里小学校

5年 中江 梨葉さん

金沢市立花園小学校

6年 杉山 りと香さん

金沢市立日月成小学校

6年 酒井 晴さん
金沢市立浅野町小学校

6年 柳 志歩さん

丸

日

石川

金沢市立米泉小学校

6年 塚本 彩乃さん

≒マ
転

Ω沢市立犀桜小学校

5年 下川 以登さん

参
/υ ~

綿
オ
　

４
／́

ロ

ロ

８

口

ｕ

ｇ

優秀賞

符
〇穀t

金沢市立新神田小学校

6年 岡崎美咲さん

そ守るぜ―

,⇔ぜⅢ

金沢市立額小学校

6年 海老塚 愛奈さん

金沢市立長坂台小学校

6年 毎田茜音さん

7

】>ど
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イベント

event

全
て
が
完
走
～

令
和
六
年
九
月
二
十
九
日

（日
）

「金
沢
城
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
ニ
〇
二
四
～

秋
の
陣
～
」
が
開
催
さ
れ
、
爽
や
か
な
ミ
ン

ト
グ
リ
ー
ン
の
金
沢
法
人
会
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
着
た
二
百
六
十
三
名
が
秋
晴
れ

の
金
沢
城
内
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

金
沢
法
人
会
か
ら
は
フ
ル
部
門
に
十
二
チ

ー
ム
、
ハ
ー
フ
部
門
に
十
チ
ー
ム
出
場
。
フ」
の

内
、
フ
ル
部
門
を
三
時
間
三
分
二
十
四
秒
―

で
走
っ
た

「金
沢
法
人
会
Ｓ
チ
ー
ム
」
が
職
場

仲
間
部
門
の
百
二
十
三
チ
ー
ム
中
十
二
位
に

な
る
な
ど
、
一
一十
二
チ
ー
ム
全
て
が
完
走
し

ま
し
た
。
法
人
会
の
企
業
チ
ー
ム
の
ラ
ン
ナ
ー

し
、
混
成
チ
ー
ム
の
ラ
ン
ナ
ー
は
い
ろ
い
ろ
な

業
種
の
人
と
交
流
す
る
な
ど
、
た
い
へ
ん
充
実

し
た

一
日
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本ボ
場
に
集
ま
っ
た
多
く
の
人
々
に
法

人
会
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
有
意
義
な
事

業
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
日
時
／
令
和
六
年
十

一
月
十
三
日
（水
）

◆
場
所
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

ｎ
圏
罰
ｕ

◆
テ
ー
マ
・講
師

税
の
よ
も
や
ま
ば
な
し

金
沢
税
務
署
長

酒
井

義
久
氏

ａ
囲
日
団
Ｕ

◆
テ
ー
マ
・語
師

壊
れ
た
も
の
が
遠
く
へ
ゆ
か
な
い
よ
う
に

～
災
害
に
お
け
る
文
化
の
再
生
と
繊
承
に
つ
い
て
～

日
本
文
学
研
究
者

早
稲
田
大
学
特
命
教
授

ロ
バ
ー
ト

キ
ヤ
ン
ベ
ル
氏

◆
日
時
／
令
和
六
年
九
月
十
八
日
（水
）

◆
場
所
／
金
沢
商
工
会
議
所

◆
テ
ー
マ
・
講
師

大
相
撲
ｔ
学
ぶ
引
う
人
間
力
″‐の
高
め
方
′
住

■
キ
（株
）ち
や
ん
こ
え

μ

1ヒ

◆
日
時
／
令
和
止

◆
場
所
／
Ｊ
Ｒ
森

金
沢
城
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

～
金
沢
法
人
会
の
二
十
二
チ
ー
ム

家
族
や
友
人
た

紳

◆

日
時
／
令
和

◆
場
所
／
内

含

Ｓ

，
′

と

過

ご

経
営
を
学
び
、

語
り
合
お
う

◆
日
時
／
令
和

◆
場
所
／

◆
テ
ー
マ
・
講
師

法
人
会
寄
席

咄
家

か
は
づ
亭

み
淋
ヤ弁

◆
日
時
／
令
和
六
年
十
一

◆

場
所
／

Ａ
Ｎ
Ａ
ホ

◆
テ
ー
マ
・講
師

伝
え
手
か
ら
見
た

～
地
域
で
夢
を
実

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

福
島

彩

欅

8

|

tツんた:たも
ひと役買つて

為

PR,舌動 |こ

くれたぅ

粋i

各種

研修会
報告

祠
を
考
【え
る
週
理

協
資
特
別
語
演
会

九
月
実
務
研
修
会

犀
川
支
部
研
修
会

卜

よ

◆

場
所
／

Ａ

◆
テ
ー
マ
・
講

つ
弘
竹
ぐ
～
百
生

企
業

（株
）

◆

日
時
／



ついての

作文

不党に

令
和
六
年
度
入
選
作
品
よ
り

公
益
社
団
法
人
金
沢
法
人
会
会
長
賞
を
受
賞
し
た

作
品
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
繁
が
る
支
援

星
稜
中

学

校

一一一年

黒

木

葵

ロ

テ
レ
ビ
で
よ
く
流
れ
て
く
る
「ふ
る
さ
と
納
税
」

と
い
う
Ｃ
Ｍ
。
一万
々
税
に
つ
い
て
詳
し
い
わ
け
で
も

な
か
っ
た
私
は
、
そ
ん
な
も
の
が
あ
る
ん
だ
と
い

う
程
度
に
聞
き
流
し
て
い
た
。

そ
ん
な
考
え
が
変
わ
っ
た
の
は
学
校
で
租
税

教
室
が
開
か
れ
た
と
き
だ
っ
た
。
税
金
と
ｒ
つ
の

は
消
費
税
や
所
得
税
、
自
動
車
税
な
ど
と
そ
の

数
は
お
よ
そ
二
十
種
類
に
も
及
び
、
学
校
の
教

科
書
や
机
、
理
科
の
実
験
道
具
な
ど
思
っ
た
よ

り
も
自
分
た
ち
の
身
近
な
物
に
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
。

そ
こ
で
ふ
と
頭
を
よ
ぎ
る
。
「ふ
る
さ
と
納
税
っ

て
一
体
ど
う
い
つ
も
の
な
ん
だ
ろ
う
か
。
普
通
の

納
税
と
何
が
違
う
の
だ
ろ
う
」
。
私
は
気
に
な
り
、

家
に
帰
っ
て
調
べ
て
み
た
。

調
べ
て
み
る
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
は
普
通
の

納
税
に
加
え
て
二
つ
の
利
点
が
あ
っ
た
。

一
つ
、
自
分
の
応
援
し
た
い
自
治
体
に
寄
付
す

る
お
金
を
何
に
使
っ
て
欲
し
い
（
を
指
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
点
。
一一
つ
、
寄
付
し
た
自
治
体
か
ら

感
謝
の
印
と
し
て
地
域
の
特
産
品
な
ど
「返
札

品
」
が
貰
え
る
点
。
三
つ
、
寄
付
し
た
金
額
に
応

じ
て
一
定
の
条
件
の
元
、
所
得
税
の
一
部
が
還
付

さ
れ
た
り
、
住
民
税
の
一
部
が
控
除
さ
れ
た
り
と

い
っ
た
優
過
を
愛
け
ら
れ
る
点
。
私
の
母
親
が
、

母
の
友
逹
に
「ゝ
心
る
さ
と
納
税
し
て
な
い
の
？
！

勿
体
な
い
！
」と
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
理
由
が
や

っ
と
介
か
っ
た
。

な
る
ほ
ど
。
と
新
た
な
知
識
を
得
な
が
ら
数

多
く
の
本
や
一二
十
ス
を
調
べ
て
い
る
と
、
一
つ
の

新
聞
記
事
が
日
に
留
ま
る
。

「被
災
地
支
援
、
奥
能
登
伸
び
る
　
ふ
る
さ
と

納
税
、
石
川
が

倍
増
百
十
二
億
円
』

元
旦
の
恐
ろ
し
い

揺
れ
を
思
い
出
す
。
金

い
な

い
と
立
て
な
か
っ
た
の
に
能
登
の
方
は
も
っ
と
揺

れ
て
い
た
と
思
う
と
肝
が
冷
え
る
。

そ
の
記
事
は
、ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
能
登
半

島
地
震
復
興
支
援
の
寄
付
額
が
大
幅
に
増
加
し

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
。
「奥
能
登
四
市
町

（珠
洲
、
能
登
、
輪
島
、
火
水
）
へ
の
寄
付
額
が
前

年
度
の
六
倍
、
件
数
も
約
十
二
倍
に
増
加
し
、
石

川
県
全
体
で
み
る
と
寄
付
額
は
倍
増
し
、
件
数

も
六
十
五
万
件
へ
と
大
き
く
仲
び
た
』
と
い
っ
た

内
容
だ
っ
た
。

ま
た
、
災
害
を
支
援
す
る
際
に
寄
付
し
た
お

金
は
「災
害
支
援
金
」
と
な
る
た
め
原
則
白
治

体
か
ら
の
返
札
品
は
な
く
、
災
害
支
援
に
は
「代

理
寄
付
」と
い
つ
被
災
し
て
い
な
い
白
治
体
が
寄

付
を
受
け
付
け
る
こ
と
で
被
災
白
治
体
の
業
務

負
担
を
大
幅
に
減
ら
し
、
支
援
を
い
ち
早
く
届

け
る
仕
組
み
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
寄
付
を
す
る
側
と
さ
れ
る

側
の
利
害
の
一
致
で
成
り
立
つ
も
の
だ
と
思
っ
て

い
た
が
、
「返
礼
品
」
な
ど
の
見
返
り
が
無
い
純

粋
な
寄
付
で
も
沢
山
の
国
民
の
人
か
ら
支
援
を

し
て
も
ら
え
る
日
本
人
の
高
い
国
民
性
に
感
心

し
た
。
皆
が
心
を
込
め
て
送
っ
た
税
が
、
一
刻
で

も
早
く
能
登
半
島
復
興
へ
の
架
け
橋
と
し
て
役

立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
支
援
だ
け
で

な
く
様
々
な
使
い
道
の
あ
る

心ゝ
る
さ
と
納
税
は

お
互
い
に
恩
恵
を
愛
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

足
非
全
国
的
に
広
ま
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。

【法
人
会
員
】

ま
さ
の
森
・動
物
病
院
（株
）

（株
）
Ｋ
Ｉ
・Ｒ
Ａ
・Ｒ
Ｉ

（株
）
買
取
王
エ
イ
ト

創
宗
（株
）

（株
）
ウ
ィ
ズ

（株
）
石
の
ニ
ン
タ
二

瀬
戸
・員
田
税
理
士
法
人

（同
）
Ｋ
Ｃ

（株
）
Ｌ
ａ
ｘ
ｍ
ｉ

（株
）
ジ
ョ
ウ
ス
イ

税
理
士
法
人
さ
い
き
会
計

●4

ップやカフ
つてし

「自然に

併設さ

安
田
　
　
賢

下
出
　
美
香

今
井
　
智
也

小
山
　
聡
司

小
森
　
健

一

西
谷
健
太
郎

瀬
戸
　
順

一

高
橋
　
秀
樹

林
　
　
由
希

寺
田
　
信
二

上
田
　
平
智

ス
タ
ジ
ア
ム

～
新
ス
タ
ジ
ア

◆

日
時
／
令
和

◆
場
所
／
金
沢
ス

（株
）
み
づ
ほ
ホ
ー
ル
デ
イ
ン
グ
ス

（株
）
日
豊
技
研

大
野
湊
神
社

エ
ネ
ア
ス
（株
）

Ｔ

Ｓ

Ｕ

Ｔ

Ｓ

Ｕ

Ｊ

Ｉ

（
株

）

（株
）北
明

（同
）
Ｋ
．
Ｓ
．
Ｐ

上
昇
運
輸
（株
）

（株
）
ミ
ナ
ト
環
境
サ
ー
ビ
ス

マ
エ
ダ

（株
）

（株
）
Ｆ
ｏ
ｒ
ｃ
ｅ
　
Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ

（有
）
エ
ー
ブ
ル

井
筒
建
築
デ
ザ
イ
ン
（株
）

い
づ
で
ん
（株
）

【個
人
会
員
】

オ
ー
ト
ギ
ヤ
ラ
リ
ー
エ
ス
テ
ー
ト

梅
谷

濱
田

河
崎

砂
山

繁
浪

北
村

寺
崎

入
井

入
井

前
田

英櫻
井

村
西

村
西

基
樹

直
人

正
幸

広
成

大
基優

裕

一

雅
也

勝
巳

将
樹

利
騎

悦
久

理
子

暢
之

◆
井
　
智
也

津
幡
支
部
視
察
研
修

新
会
員
紹
介

（令
和
六
年
七
月

一
日
か
ら十
月
二
十

一
日
ま
で
）

◆
法
人
名
　
◆
代
表
着
名

中
部
プ
ロ
ツ
ク
研
修
会

●
祇

・，
ヽ
ワ

，
ト

ゝ

見

9



逆
に
悪
い
感
情
も
残
り
ま
す
。
「怖
い
二
腹
が

立

つ
≒
悲
し
い
二
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
」
な

ど
、
そ
ん
な
感
情
を
抱
か
せ
な
い
た
め
に
、
自
分

の
言
葉
か
け
が
適
切
だ
っ
た
か
、
お
年
寄
り
を

傷

つ
け
て
い
な
い
か
、
〈六
議
の
場
な
ど
で
話
し

合
い
、
自
分
の
言
動
を
振
り
返
る
機
会
に
し
て

い
ま
す
。

10

|'Profile

出身地Ⅲ 金沢市

業務内容■認知症高齢者の介護施設運営

久 美 子  座右の銘i刑事にも誡実に、いつも謙
呼
あれ

偉
太
な
母
の
あ
逸
を
継
い
で

「ぐ
る
―
ポ
ほ
―
む
杜
の
郷

本
多
」
は
二
〇

〇
三
年

（平
成
十
五
年
）
に
今
は
亡
き
実
母
が

設
立
し
ま
し
た
。
私
の
実
母
は
バ
イ
タ
リ
テ
イ

溢
れ
パ
ワ
フ
ル
な
特
別
な
女
性
で
し
た
。
私
が

大
学
生
の
頃
に
（母
は
四
十
代
？
）
既
に
「こ
れ

か
ら
は
高
齢
者
の
時
代
だ
わ
！
」
と
高
齢
者
介

護
事
業
に
目
を
向
け
て
い
て
、
周
囲
の
方
々
の

様
々
な
お
力
添
え
で
、
こ
の
地
に
認
知
症
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
開
設
し
ま
し
た
。

私
は
、
大
学
卒
業
後
は
公
立
中
学
校
の
教
師

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
「仕
事
を
辞
め
て
手
伝
っ

て
欲
し
い
」
と
の
母
の
要
請
で
、
ウ」
の
事
業
に
関

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
チ
ャ

イ
ム
に
せ
か
さ
れ
な
が
ら
も
、
元
気
い
っ
ぱ
い

大
き
な
声
が
飛
び
交
う
中
学
生
達
と
の
賑
や

か
な
二
十
年
を
過
ご
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
、

最
初
ホ
ー
ム
の
お
年
寄
り
と
の
日
々
は
、
ま
る

で
時
間
が
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え

ま
し
た
。

で
も
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ホ
ー
ム
で
お

過
ご
し
の
お
年
寄
り
に
も
、
様
々
な
人
生
が
あ

り
背
景
が
あ
り
思
い
が
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
方
の
後
ろ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
族
が

い
る
こ
と
は
、
中
学
生
達
と
同
じ
で
し
た
。

認
知
症
高
齢
竃
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
色
は

「認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
と
は
、

認
知
症
に
な
り
日
常
の
生
活
に
支
障
が
出
て
、

ご
家
族
と
の
生
活
や
特
に
一
人
暮
ら
し
が
困
難

に
な
っ
た
も
の
の
、
誰
か
の
援
助
が
あ
れ
ば
ま

だ
ま
だ
自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
や
家
事
が
で

き
、
ウ」
れ
ま
で
の
よ
う
な
生
活
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
方
の
た
め
の
施
設
で
す
。
共
同
生
活

を
送
り
他
者
と
の
関
り
を
持

つ
こ
と
で
、
少
し

で
も
認
知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
症
状
は
、
短
期
記
憶
が
残
ら
な
い

の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
す
ぐ
前
の
出
来
事
が

記
憶
に
残
ら
な
い
。
直
前
に
食
事
を
し
た
か
も

わ
か
ら
な
い
。
お
財
布
を
ど
こ
に
し
ま
っ
た
か
わ

か
ら
な
い
、
「誰
か
が
盗
ん
で
い
っ
た
」
と
思
っ
て

し
ま
う
。
と
で
つ
よ
う
な
こ
と
が
日
常
茶
飯
事

で
す
。
逆
に
、
長
期
記
憶
は
残
っ
て
お
り
、
一
生
懸

命
働
い
て
い
た
頃
、
必
死
で
子
育
て
を
し
て
い

た
頃
、
家
族
に
頼
り
に
さ
れ
み
ん
な
の
力
に
な
っ

て
い
た
頃
、
そ
ん
な
輝
い
て
い
た
自
分
が
今
の

自
分
で
あ
る
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

「こ
ど
も
が
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
。
」^
飯
を
作

ら
ん
な
ん
」
と
家
に
帰
ろ
う
と
な
さ
い
ま
す
。
息

子
さ
ん
の
こ
と
が
夫
に
思
え
、
五
十
代
六
十
代

の
娘
さ
ん
に
「う
ち
の
娘
は
中
学
生
や
。
あ
ん
た

誰
？
」
と
仰
っ
た
り
す
る
の
で
す
。
そ
ん
な
時
ホ

ー
ム
の
介
護
職
員
た
ち
は
、
優
し
く
寄
り
添
い

ま
す
。
不
安
な
思
い
に
共
感
し
て
、
決
し
て
否
定

は
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
不
安
に
か
ら
れ
た
訴
え
を

拒
否
し
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
言
葉
に
も
耳
を
傾
け

て
、
お
年
寄
り
の
不
安
な
気
持
ち
を
少
し
で
も

和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

記
憶
が
障
害
さ
れ
る
認
知
症
の
方
で
も
、
そ

の
時
に
味
わ
っ
た
感
情
は
心
の
中
に
残
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
私
ど
も
の
ホ
ー
ム
で
は
、
利
用

者
の
み
な
さ
ま
に
「楽
し
か
っ
た
二
嬉
し
か
っ

た
二
美
味
し
か
っ
た
二
心
が
弾
ん
だ
」
と
思
っ

て
頂
く
た
め
に
、
職
員
が
ア
イ
デ
イ
ア
を
出
し

合
っ
て
楽
し
く
心
穏
や
か
な
時
を
過
ご
し
て
頂

く
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

私
は
何
を
す
れ
ば

‥
。私
は
何
を
し
て
い
る
？

職
員
の
み
な
さ
ん
に
、
少
し
で
も
快
適
な
職

場
環
境
を
作
り
、
気
持
ち
よ
く
仕
事
が
で
き
て
、

仕
事
に
楽
し
み
や
や
り
甲
斐
を
見

つ
け
て
貰

？ゝ
」
と
、
ウ」
れ
を
心
掛
け
て
、
常
に
職
員
の
心
配

や
悩
み
に
耳
を
傾
け
て
、
職
員
の
不
安
を
取
り

除
く
こ
と
が
私
の
職
務
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
お
年
寄
り
の
エ
ン
ド
レ
ス
な
訴
え
に

も
、
根
気
よ
く
接
し
て
い
る
職
員
自
身
が
ス
ト

レ
ス
を
沼
め
込
ま
な
い
よ
う
に
、
職
員
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
が
何
よ
り
大
切
か
と
思
い
ま

す
。
利
用
者
の
お
年
寄
り
の
方
た
ち
の
人
生
の

終
盤
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
穏
や
か
に
安
心

で
き
る
暮
ら
し
を
提
供
し
て
、
最
後
に
「い
い
人

生
だ
っ
た
。
杜
の
郷
本
多
で
の
生
活
は
楽
し
か

っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
職
員
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
自
身
の
楽
し
み
は
、
時
間
を
作
っ

て
、
美
術
館
巡
り

，
コ
ン
サ
ー
ト

（ク
ラ
シ
ッ
ク

か
ら
ポ
ッ
プ
ス
ま
で
▼
演
劇
鮒
賞
・映
画
鑑
賞
・

旅
行

・友
人
と
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て
お
喋

り
‥
，そ
し
て
何
よ
リ
オ
シ
ャ
レ
が
大
好
き
で
、

日
々
の
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
ト
、
晴
れ
の
日
の
ド
レ
ス

や
和
服
、
と
に
か
く

「装
う
」
こ
と
が
私
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
心
得
、
毎
日
オ
シ
ャ
レ
し
て
出
か

け
て
い
ま
す
。



め
で
た
さ
を
写
し
た
初
春
の
お
菓
子

新
し
い
年
を
迎
え
る
た
め
の
準
備
に
追
わ
れ

る
年
末
、
和
菓
子
屋
さ
ん
で
福
梅
づ
く
り
が
始

ま
っ
た
と
い
う
一互
―
ス
が
流
れ
て
く
る
と
、
新

春
の
華
や
ざ
と
の
ど
か
さ
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
慌

た
だ
し
い
中
に
も
心
が
和
み
ま
す
。
ふ
っ
く
ら
と

し
た
梅
の
花
の
形
が
愛
ら
し
く
、
雪
に
見
立
て

た
砂
糖
で
化
粧
が
施
さ
れ
た
福
梅
。
砂
糖
が
貴

重
だ
っ
た
江
戸
の
昔
は
、
お
正
月
な
ら
で
は
の

贅
沢
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

福
梅
の
由
来
に
は
諸
説
あ
り
、
加
賀
藩
主

前
田
家
の
家
紋

「剣
梅
鉢
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し

:輪 ,

た
と
も
、
前
田
家
が
先
祖
と
崇
め
る
菅
原
道

真
を
祀
る
北
野
天
満
宮
の
献
茶
式
で
出
さ
れ

た
餅
菓
子
が
も
と
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
京
都
千
家
か
ら
加
賀
屋
敷
に
贈
ら

れ
た
進
物
が
金
沢
に
伝
わ
り
城
下
に
広
ま
る

過
程
で
、
前
田
家
の
家
紋
を
模
し
た
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
も
。
い
ず
れ
に

し
て
も
前
田
家
と
ゆ
か
り
が
撚
＜
、端
政
時

代
か
ら
今
に
い
た
る
ま
で
新
春
を
告
げ
る
お

菓
子
と
し
て
愛
で
ら
れ
て
き
ま
し
推
。

水
あ
め
や
米
飴
が
練
り
込
ま
れ
て
い
る
福

メ

名

金沢の

春のお'

何が出てくる?
ワクワクの「テ協終 J

打ち出の小槌や宝袋などをかたどつた最

中の皮を割ると、中から小さな人形や金花

糖が。「何が出てくるかな ?」 と耳元で振ると、
「巻 ロコロとかゎぃらしい音がします。お正月

にしか出会えないこのお菓子は、名前もめ

でたい「福徳」。「フットク」「フットコ」などと

呼ばれ、大人も重心に帰り、笑顔になれるお

菓子です。

‰

絹

格

シ
ョ
ン
の
形
で
す

梅
の
餡
は
、
飢国
通
の
餡
よ
り
ね
っ
と
り
と
甘
め
′

で
す
「虹
用
ま
で
日
持
参
が
す
る
よ
う
に
、
ま

た
菓
子
職
人
が
正
月
体
み
を
と
れ
る
よ
う
に

と
の
工
夫
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
ね
っ
と

り
し
焼
餡
を
梅
の
肱
ダ
鼠
平
の
皮
に
詰
め
て

ピ
ッ
タ
リ
と
重
ね
合
わ
ｔ
ａ
作
業
は
機
械
化

が
難
し
い
と
の
こ
と
。
時
代
が
進
ん
で
も
、
多

く
の
菜
子
屋
で
は
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
手
作
業

で
作
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

′
寒
さ
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
だ
か
ら
こ
そ
春
を

待
つ
心
に
め
で
た
さ
を
運
ん
で
く
れ
る
福
梅

は
、
金
沢
人
に
と
っ
て
歳
時
記
の
よ
う
な
存
在

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

金
沢
城
公
園

日

兼
六
園
ラ
イ
ト
ア
ツ
プ

海
鮮
丼

9
【金
沢

回
ラ
イ
ト
ア
ツ
プ
】
夜
間
開

園
を
し
て
、
庭
園
や
石
垣
、
婉
郭
建
造
物
を
ラ
イ
ト

ア
ツ
プ
し
て
い
ま
す
。
雪
の
降
り
積
も
る
幻
想
的

な
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【海
鮮
丼
】
近
江
町
市
場
、
金
沢
駅
周
辺
、
金
沢
港

周
辺
な
ど
市
内
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
新
鮮
な

海
鮮
丼
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ささやかであるがため残つ

ている人形は少ない (金沢 .

くらしの博物館所蔵の古い

人形)。

「辻占」の
謎の言葉で⌒年をとう

形や食感がお店によって少しずつ違い、

辻占の中から出てくるおみくじの言葉もまた

いろいろ。昔はよく花街で売られていたとか

で、中には艶つぽい文句が書かれているも

のもあります。

辻占を三個ずつ取り、出てきた文言を並

び替えて、つないで、こじつけて…時 t,は大

笑いしながらの言葉遊びでその年の運勢を

占います。金沢近郊では「福梅」とともに買

い求め、正月に皆が揃ったら開けて楽しむ

ご家庭が多いそうです。

整 4f′ブ

黎



BuslnessCuard AIC AIC損保

AIC損害保険株式会社 金沢営業支店 〒920‐ 0919石川県金沢市南町4-60金沢大同生命ビル2F
TEL.076-222-0005 FAX,076-222-1287

年前 9時～午後 5時 (土 ,日・祝日・年末年始を除く)

この広告は保険の概要をご説明したものです。保険の対象、建物の構造、建築年月等によつてはお引受できない場合もございますのであらかじめご了承ください。
2022年 2月時点の内容です。 (22‐073005)

企業財産保険+財物損害補償特約十地震・噴火危険補償特約 (財物損害補償特約用)

地震災署のリスクから会員企業をガードします!

お成人会の企業地震保険

お問合せ先

世界有数の地震回、日本 !
いつ年どこで大地震が発生しても
不思議ではありません。

地震災害のリスクに備えて、

回避・低減の対策を!

URL:httpsI′ /w―.aigico.jP/sonp0

二
月
定
例
研
修
会

Ｇ

研
修
会
の
ご
案
内

日
時
／
令
和
七
年
二
月
十
四
日
（金
）

十
四
時
～
十
五
時
二
十
分

場
所
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

コ
ン
ベ
ン
シ
ヨ
ン
ホ
ー
ル

講
師
／
合
同
〈本社
お
も
て
な
し
創
造
カ
ン
ざ

Ｔ
代
表
・

元

Ｊ

Ｒ

東

日

本

テ

ク

ノ

ハ

ー

ト

Ｔ

Ｅ

Ｓ

Ｓ

Ｅ

Ｉ

お
も
て
な
し
創
造
部
長
　
矢
葦
■
輝
美
で
【

演

題

／

Ｏ

Ｎ

Ｅ

Ｔ

Ｅ

Ａ

Ｍ

～
新
幹
線
清
掃
チ
ー
ム
の
働
き
が
い
改
革
～

日
本
国
有
鉄

道
で
四
十
年
間
、

鉄
道
人
と
し
て

勤
務

。
退
職
後

は
新
幹
線
の
清

掃
業
務
を
専
門

と
す
る
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
に
入
社
し
、
事
故
や
ク

レ
ー
ム
も
多
か
っ
た
会
社
を
お
も
て
な
し
集
団

へ
と
変
革
さ
せ
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
ス
タ
ン
フ

ォ
ー
ド
大
学
で
講
義
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
取
り

組
み
は
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

社
員
教
育
や
自
己
研
鑽
の
ツ
ー
ル
と

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

一
流
の
講
師
陣
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
が
五
百
タ
イ

ト
ル
以
上
―
法
人
会
会
員
の
方
は
、映
像
と
音
声
に

よ
る
本
格
的
セ
ミ
ナ
ー
を
熙
料
で
受
講
頂
け
ま
す
。

法
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ

ミ
ナ
ー
の
ロ
グ
イ
ン
画
面
で

下
記
の
Ｉ
Ｄ
・パ
ス
ワ
ー
ド
を

ご
入
力
く
だ
さ
い
。

北
陸
税
理
士
会
で
は
次
の
日
程
で
確
定
申
告
期

の
無
料
税
務
相
談
を
行
い
ま
す
。

◆

会
場
で
の
ご
相
談

日
時
／
令
和
七
年
二
月
八
日
（土
▼
十
五
日
（土
▼

二
十
二
日
（土
）
　

九
時
～
十
六
時

場
所
／
税
理
士
会
館
釜
込
巾
北
安
江
千
四
上◆

多
く
の
方
に
ご
利
用
頂
く
た
め
、初
回
の

方
を
優
先
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◇

電
話
に
よ
る
ご
相
談

日
時
／
令
和
七
年

二
月

二
十

二
日

（土
）

十
三
時
～
十
六
時

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
〇
七
六

‐
二
三
二

‐
三
五
五
六

（当
日
の
み
の
専
用
回
線
）

無
料
相
談
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
北
陸

税
理
士
会
金
沢
支
部
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
〇
七
六

‐
三
二
三

‥

一
八
四

一

令
和
七
年
五
月
二
十
九
日
（本
）
に
第
十
二
回

通
常
総
会
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細

は
次
号
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

1輌 2201

2907
このD/バスワードで
どなたでもご覧J頁 ,ま魂

セ
ミ
ナ
ー
・オ
ン
デ
マ
ン
ド

税
理
士
会
に
よ
る
無
料
相
談
会

事前

ご
案
内ほうじん金沢第236号
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